
図１ 年代別にみた運動・スポーツの実施状況（日数）
（内閣府「体力・スポーツに関する世論調査」２００９）
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近年，中高年のスポーツが盛んになりつつある。海外では比較的以前から多くのマスターズスポーツ大会が行われ
ていたが，日本ではまだその歴史は浅い。そこで，各競技団体が行う単種目のマスターズ大会や複数種目で行われる
マスターズ大会の日本と海外の事例から現状と課題をあげ，今後のマスターズスポーツについて検討した。単種目の
マスターズ大会は，日本では陸上競技や水泳が多く実施され，また，いわゆるスポーツ種目のマスターズ大会は欧米
で非常に古くから存在していた。複数種目の大会では，日本スポーツマスターズにおいて生き甲斐を感じる参加者が
多いものの，年齢区分などいくつかの問題点が見うけられたが，国際的に行われている最も大きなマスターズの大会
であるワールドマスターズゲームズでは，可能な限り誰もが参加できるよう門戸を開き，多くの参加者をひきつけて
いる。今後のマスターズスポーツには，こうした競技スポーツとレクリエーションスポーツの融合した領域が求めら
れる。

キーワード：マスターズスポーツ（Masters Sport） ワールドマスターズゲームズ（World Masters Games）
スポーツ・フォー・ライフ（Sport for Life）

はじめに

高齢化とともにスポーツへのニーズが多様化し，中高
年のスポーツ愛好者の活動機会が拡大しつつある。日常
の活動もさることながら，６０歳以上のスポーツ交流大会
として知られる「全国健康福祉祭（ねんりんピック）」，
日常的ゲーム志向者や健康・体力づくり志向者の祭典と
して年齢別の競技種目が実施され先ごろ幕を閉じた「全
国スポーツ・レクリエーション祭」に加え，競技志向の
高い中高年を対象とした全国規模の総合スポーツ大会で
ある「日本スポーツマスターズ」も１１回を数えた。マス
ターズ大会とは，中高年の参加者によって競われるス
ポーツ競技大会であり，日本においては，１９８０年の第１
回日本マスターズ陸上競技会開催以降，各競技団体で
様々な大会が行われるようになった。マスターズ大会，
マスターズスポーツというと，中高年を対象とした一部
の人々のためだけのエリートスポーツという固定観念を
持つ人も多いが，海外では各種マスターズ大会が様々な
形で開催され，技を磨き合うというスポーツの本質的な
楽しみ方を加齢に伴って発展・成熟させていこうとする
熟年層が増加しているとも言われる。そこで，こうした
中高年のスポーツの現状と課題を明らかにし，アクティ
ブシニアと言われる中高年の生き甲斐づくりと彼らを中
心とした生涯スポーツ社会の実現の方向性を模索する。

中高年の運動・スポーツ実施状況

内閣府の「体力・スポーツに関する世論調査」による
と，この１年間に行った運動・スポーツの日数は，週に
３日以上と答えた者の割合は７０歳以上が最も高く，次い

で６０歳代，５０歳代の順となっている。また，定期的ス
ポーツ実施者とされる週１回以上と答えた者を合わせる
と６０歳代が最も高く，次いで５０歳代，７０歳以上，４０歳代
の順で，中高年の運動・スポーツへの積極さが見てとれ
る。

しかしながら，その一方で，過去１年間にまったく運
動・スポーツを行わなかった者も７０歳以上が最も高く，
次いで６０歳代，５０歳代と，中高年の運動・スポーツに対
する二極化現象が見られる。また，３０歳代，４０歳代は，
年１回以上は実施しているものの，年に１～３日や３ヶ
月に１～２日と定期的な運動・スポーツ実施とは言えな
い人が他の年代に比べてやや多く，こうした層へのアプ
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ローチが求められる。

マスターズスポーツ関連イベントの動向

谷ら（２００６）は，国内外で開催されているマスターズ
スポーツ関連イベントを，「国際レベル」「複数国レベル」
「全国レベル」「地域レベル」からなる４つの開催規模
レベルと，複数の競技種目が１つの大会で行われる「複
数種目開催型」と１つの競技種目だけを行う「単種目開
催型」からなる２つのタイプをクロスさせた計８つのカ
テゴリーに類型化，各カテゴリーに該当するイベントを
確認し，近年のマスターズスポーツの機会の拡大を指摘
している。また，各大会における競技種目は，�歩行・
走力・サイクリング系，�体操・ダンス・トレーニング
系，�水泳系，�球技・チームスポーツ系，�アウトド
アスポーツ系，�ウォーター・マリンスポーツ系，�
ウィンタースポーツ系，�武道・武術系，	ゲームス
ポーツ系の９分野，１２３種目に及び，狭く限定的に考え
られている傾向が強かった熟年層を対象としたマスター
ズスポーツ競技種目の範囲は広く，マスターズスポーツ
文化の拡がりと浸透が進んでいく中で，エイジングとス
ポーツに対するこれまでの固定観念が改善され，生涯ス
ポーツ文化全体の発展に繋がっていくことが期待されて
いる。

競技別のマスターズ大会（単種目開催型）

○陸上競技
陸上競技におけるマスターズは，１９３２年に英国で始め

られ，その後欧米に広がり，１９７５年にカナダのトロント
で第１回世界マスターズ陸上競技選手権大会が開催され
た。世界マスターズ陸上競技連盟（World Masters Ath-
letics）は大会の参加に必要な標準記録を設定せず，健
康であれば参加でき，競技運営に支障のない範囲で記録
も計測される。
日本では，１９８０年に日本マスターズ陸上競技連合が創

立され，同年第１回全日本マスターズ陸上競技選手権大
会が和歌山で開催，以後毎年開催されている。２００１年に
日本体育協会により日本スポーツマスターズが開催され，
陸上競技も第３回までは実施していたが，２００４年から日
本マスターズ陸上競技連合が行う日本マスターズ陸上競
技選手権大会だけになった。参加資格は３５歳以上で，５
歳刻みで１００歳以上のクラスまで設定されている。競技
成績に関係なく会員になれ，生涯楽しく同年代の人々と
競技ができるばかりでなく，大会や記録が５歳刻みで行
われるため，５年毎にクラス別の最若手となり記録更
新・上位入賞のチャンスとなる。また，日本マスターズ
陸上競技連合は，競技記録志向，健康管理，仲間作りの
機会など，誰でも気軽に，誰にも強制される事なく自分
の体力と人生観に従って競技を楽しむことを推奨し，競
技種目を変えた新しいチャレンジの可能性をも打ち出し
ている。

○水泳
国際水泳連盟が行う世界マスターズ大会は，１９８６年に

第１回が東京で開催され，２年毎の開催で２０１２年には第
１４回大会がイタリアで開催される。年齢区分は２５歳から
５歳刻みで必要なだけのカテゴリーに分けられ，１００歳
以上の記録も公認されている。
日本では，日本マスターズ水泳協会の主催大会を含め

年間約９０の公認大会が開催されている。年齢区分は，１８
歳～２４歳，２５歳より上は５歳ごとに１００歳以上までと，
国際水連盟に比べ若い年代から区分があるのが特徴であ
る。

○バドミントン
国際バドミントン連盟が行う世界シニア選手権大会は

２００３年に第１回大会がブルガリアで開催され，以後約２
年に１回開催されている。３５歳から５歳刻みで年齢区分
されており，各国からの参加者数の制限もある。また，
陸上競技や水泳のような記録の公認と異なり対戦相手が
必要なため，エントリーが少なければ他のカテゴリーと
一緒に試合を行うことが大会要項にあらかじめ記載され
ており，２０１１年の第５回カナダ大会では新設された７０歳
以上のエントリーが規定数に達せず，６５歳以上と同じカ
テゴリーで試合が行われた。
日本では，日本バドミントン協会の主催で１９８４年に第

１回全日本シニア選手権大会が開催され，以後毎年開催
されている。当初は３０歳以上から１０歳刻みで年齢区分さ
れていたが，世界シニア大会開催後，５歳刻みとなった。
２０１１年の第２８回大会では男女７５歳以上が公開種目として
新設された。
諸外国で行なわれるマスターズ大会は，マスターズ陸

上開始以前の１９０５年にイギリスで開催され，１９４８年には
カナダにおいても開催されている。大会は競技ばかりで
なくパーティなど交流の場も用意されている。

マスターズの総合スポーツ大会（複数種目開催型）

○全国健康福祉祭（ねんりんピック）
高齢者を中心とするスポーツ，文化，健康と福祉の総

合的な祭典として，厚生省創立５０周年を記念して１９８８年
１０月に第１回大会が兵庫県で行われ，厚生労働省・開催
地・長寿社会開発センターにより，以後毎年開催されて
いる。健康および福祉に関する積極的かつ総合的な普及
啓発活動の展開を通じ，高齢者を中心とする国民の健康
の保持・増進，社会参加，生きがいの高揚等を図り，ふ
れあいと活力ある長寿社会の形成に寄与することを目的
とし，高齢者の幅広い参加や楽しさに重点をおいた「ス

表１ 全国健康福祉祭の競技

スポーツ交流大会

卓球，テニス，ソフトテニス，ソフト

ボール，ゲートボール，ペタンク，ゴ

ルフ，マラソン，弓道，剣道

ふれあいスポーツ

交流大会

グラウンド・ゴルフ，なぎなた，

ウォークラリー，太極拳，ソフトバ

レーボール，サッカー，ダンススポー

ツ，ボウリング

（第２４回全国健康福祉祭くまもと大会HPより作成）
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表２ 第２４回全国スポーツ・レクリエーション祭の都道

府県代表参加種目と年齢区分

２０歳～

グラウンド・ゴルフ，ゲートボール，ターゲッ

ト・バードゴルフ，バウンドテニス，インディア

カ，フォークダンス，エアロビック

３０歳～

女子ソフトボール

年齢別テニス（３０歳～・４０歳～・５０歳～）

年齢別バドミントン（３０歳～・４０歳～・５０歳～）

３５歳～ マスターズ陸上競技（女子 ５歳刻み８クラス）

４０歳～

ソフトバレーボール（試合中コート内には常に男

女４０歳代２人と男女５０歳以上２人の計４人でプ

レー）

ラージボール卓球（４０歳～・５０歳～・６０歳～）

マスターズ陸上競技（男子 ５歳刻み９クラス）

４５歳～ 年齢別ソフトテニス（４５歳～・５０歳～・５５歳～）

５０歳～
壮年サッカー（男子）

壮年ボウリング（５０歳代・６０歳以上）

その他

男女混合綱引（２０歳以上かつ８人の合計年齢２６０

歳以上）

トランポリン（２０歳～・３０歳～・４０歳～）

ポーツ交流大会」や，開催都道府県の特徴を取り入れた
「ふれあいスポーツ交流大会」が実施されている。主た
る参加者は６０歳以上であるが，世代間交流などの事業も
行われ，延べ参加人数は４０～５０万人と言われる。

○全国スポーツ・レクリエーション祭
勝敗のみを競うのではなく，誰もが，いつでも，どこ

でも気軽にスポーツ・レクリエーション活動を楽しみ，
交流を深めることを目的として行われた生涯スポーツの
一大祭典である。１９８８年１１月，第１回大会が山梨県で開
催され，文部科学省，日本体育協会，日本レクリエー
ション協会，全国体育指導委員連合と開催都道府県の共
催で，２０１１年まで各都道府県持ち回りで開催された。
広く国民にスポーツ・レクリエーション活動を全国的

な規模で実践する場を提供することにより国民１人ひと
りのスポーツ・レクリエーション活動への参加意欲を喚
起し，もって国民の生涯を通したスポーツ・レクリエー
ション活動への振興に資することを目的とし，全国から
集う参加者と観客が一体となり和やかにふれあうことが
できる友好と交流の場としての「開会式」，スポーツ・
レクリエーション体験コーナーや開催県の魅力をアピー
ルするコーナーなど，幼児から高齢者まで幅広い層が参
加し楽しめる各種講習の場としての「特別行事」，年齢・
体力に応じて誰でもが楽しく参加できるスポーツ・レク
リエーション種目を行う「種目別大会」，で構成される。
種目別大会は，各年齢・体力に応じて楽しく参加し各都
道府県の代表選手が参加する「都道府県代表参加種目」
と一定の条件を満たせば誰もが参加できる「フリー参加
種目」に大別され，毎年１～２万人が参加した。

最終回の「スポレク“エコとちぎ”２０１１」では，「都
道府県代表参加種目」１８種目と「フリー参加種目」１０種
目が設けられた。フリー参加種目には，ウォークラリー，
ドッジボール，フライングディスク，キンボール，
ティーボール，太極拳，スポーツチャンバラ，ユニカー
ル，ペタンク，３B体操と比較的軽い種目が多く，一部
小学生だけに限定されたものもあるが，基本的に年齢を
問わず誰でも参加できる。
都道府県代表参加種目については，原則として，過去

の全国スポーツ・レクリエーション祭に参加したことの
ない者が優先参加，同年の国民体育大会に選手として出
場する者は参加不可，当該種目の競技団体主催の全国大
会へ選手として出場した者への参加制限など，気軽にス
ポーツ・レクリエーションを楽しむことや交流を深める
ことが重視され，より多くの人々が参加しやすいよう参
加者資格等が規定されている。また，いわゆるニュース
ポーツの競技種目には年齢制限がないが，１８種目中１１種
目で何らかの形で年齢制限がされており，大会名に付記
されてはいないものの，日本におけるマスターズの総合
スポーツ大会の先駆けと言える。

○日本スポーツマスターズ
スポーツ愛好者の中で競技志向の高いシニア世代を対

象としたスポーツの祭典であり，参加者がお互いに競い
合いながらスポーツに親しむことにより，生涯スポーツ
のより一層の普及・振興を図り，併せて生きがいのある
社会の形成と健全な心身の維持・向上に寄与することを
目的として，２００１年に第１回大会が宮崎県で行われ，以
後毎年開催されている。日本体育協会，開催都道府県お
よび開催都道府県体育協会が主催となり，原則として都
道府県持ち回り，同一都道府県内で開催，各競技会につ
いては実施中央競技団体と会場地市町が加わり実施と，

図２ 全国スポーツ・レクリエーション祭の参加者
（日本体育協会HPより作成）
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まさに国民体育大会の中高年版である。参加資格として
年齢制限があり，原則として３５歳以上，競技ごとに規定
がある。
谷ら（２００６）の日本スポーツマスターズの参加者に対

する意識調査によると，マスターズスポーツの楽しさは
年齢が増すほど楽しくなる傾向があり，加齢とともに楽
しさの幅を拡大させているという。マスターズスポーツ
の楽しさの具体的内容もスポーツの本質的な楽しさに関

表３ 日本スポーツマスターズの概要

開 催 期 間 開催地 参加者数 競 技 種 目

２００１．９．２１―２５ 宮 崎 ５，３５４
１２競技（陸上競技，水泳，サッカー，テニス，バレーボール，バスケットボール，ソフ

トボール，バドミントン，空手道，ボウリング，綱引，ゴルフ）

２００２．１１．８―１２ 神奈川 ６，０６３
１３競技（陸上競技，水泳，サッカー，テニス，バレーボール，バスケットボール，自転

車競技，ソフトボール，バドミントン，空手道，ボウリング，綱引，ゴルフ）

２００３．９．１９―２８ 和歌山 ５，８６３
１３競技（陸上競技，水泳，サッカー，テニス，バレーボール，バスケットボール，自転

車競技，ソフトボール，バドミントン，空手道，ボウリング，綱引，ゴルフ）

２００４．９．２２―２６ 福 島 ５，８１７
１２競技（水泳，サッカー，テニス，バレーボール，バスケットボール，自転車競技，ソ

フトボール，バドミントン，空手道，ボウリング，綱引，ゴルフ）

２００５．９．２２―２６ 富 山 ６，１５４
１２競技（水泳，サッカー，テニス，バレーボール，バスケットボール，自転車競技，軟

式野球，ソフトボール，バドミントン，空手道，ボウリング，ゴルフ）

２００６．９．１５―２１ 広 島 ６，６５８
１３競技（水泳，サッカー，テニス，バレーボール，バスケットボール，自転車競技，軟

式野球，ソフトテニス，ソフトボール，バドミントン，空手道，ボウリング，ゴルフ）

２００７．９．１４―２０ 滋 賀 ７，３０８ １３競技（同上）

２００８．９．１９―２６ 高 知 ７，３４７ １３競技（同上）

２００９．９．１８―２１ 静 岡 ７，６４４ １３競技（同上）

２０１０．９．１７―２１ 三 重 ７，７０３ １３競技（同上）

２０１１．９．１６―２０ 石 川 １３競技（同上）

（日本体育協会HPより作成。競技種目のアンダーラインは途中でなくなった種目もしくは途中で追加された種目）

表４ 日本スポーツマスターズの年齢区分

男 子 女 子

水 泳
個人種目／３０～３４歳，３５～３９歳，４０～４４歳，４５～４９歳，５０～５４歳，５５～５９歳，６０～６４歳
リレー種目／３０～３９歳，４０～４９歳，５０～６４歳

サ ッ カ ー ４０歳以上

テ ニ ス ３５歳以上シングルス・４５歳以上ダブルス ４０歳以上シングルス・ダブルス

バ レ ー ボ ー ル

（９ 人 制）
４０歳以上 ３５歳以上

バスケットボール ４０歳以上 ４０歳以上

自 転 車 競 技
３５～３９歳，４０～４４歳，４５～４９歳，５０～５４歳，５５～５９

歳，６０歳以上
３５歳以上

ソ フ ト テ ニ ス
３５歳以上女子・３５歳以上男子・４５歳以上女子・４５歳以上男子・３５歳以上女子と４５歳以上男子の混合の５複

の団体戦

軟 式 野 球 ４０歳以上

ソ フ ト ボ ー ル ４０歳以上 ３５歳以上

バ ド ミ ン ト ン ４０歳以上・４５歳以上・５０歳以上の３複の団体戦 ４０歳以上・４５歳以上・５０歳以上の３複の団体戦

空 手 道

組手／４０～４４歳，４５～４９歳，５０～５４歳，５５～５９歳，
６０～６４歳，６５～６９歳，７０歳以上

形／４０～４９歳，５０～５９歳，６０～６９歳，７０歳以上

組手／３５～３９歳，４０～４４歳，４５歳以上
形／４０～４９歳，５０歳以上

ボ ウ リ ン グ ４５歳以上 ４５歳以上

ゴ ル フ ５５歳以上 ５０歳以上
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する記述が多く，マスターズスポーツ参加者が「する・
競う・極める」といった楽しさを発展・熟練させている
ことがうかがえるほか，「育てる」「癒す」「甦る」「巡る」
楽しさといった若者のスポーツにはほとんどみられない，
マスターズスポーツ特有の楽しさが観察されたという。
この調査は，２００２年と２００３年に行われた日本スポーツマ
スターズの参加者に対して行ったものであり，２００１年に
第１回が開催され，その後の大会の成功が伺える。しか
しながら，各競技毎に定められている年齢規定をみると，
一部には５歳刻みで年齢区分をしていたり，７０歳以上の
部を設けたりしているものもあるが，４０歳以上あるいは
５０歳以上のように全体として下限を設けているのみのも
のが多い。４０歳代でデビューをしてマスターズスポーツ
に魅せられ数年間は年齢が増すほど楽しくなるとしても，
１０年後には参加はできても他の選手と競うのは厳しくな
り，２０年後には都道府県代表にとなることが難しくなり，
活動の場を移らざるを得ないことが推察される。先に述
べた「全国健康福祉祭（ねんりんピック）」は，主とし
て６０歳以上の参加者を対象としてはいるが，健康増進は
もとより，スポーツの発展・熟練を目指した日本スポー
ツマスターズ後の場としてはやや趣向が異なってしまう。
今後，マスターズスポーツに魅せられた人々が年齢を重
ね続けても参加し続けられる大会であり続けるためには，
課題となるであろう。

ワールドマスターズゲームズ（World Masters Games）
ワールドマスターズゲームズは，世界で最も大きな国

際総合スポーツ大会で，国際マスターズゲームズ協会
（The International Masters Games Association；以下
IMGA）の主催で，４年ごとに開催される。参加者はオ
リンピック大会の約２倍で，４年に１度開催ということ
もあってか，中高年のオリンピックと言われる事も少な
くないが，オリンピックとの基本的な違いは，ワールド
マスターズゲームズは単に一部のエリート選手ばかりで
なく，あらゆる人が参加可能であり，参加者は国の代表
ではなく自分自身もしくはチームの代表ということであ
る。参加資格年齢の下限は，実施される競技を管轄する
国際競技連盟により異なるが，概ね２５歳から３５歳の間で，
競技は５歳ごとに区切られ実施される。年齢以外には参
加資格は設けられておらず，個人登録が基本で誰でも参

加できる。
１９８５年に第１回大会がトロントで開催され，２２競技に

８，３０５人が参加した。第１回大会に参加した岩岡（１９８６）
に，“Sport for Life”の理想を推し進め，記録を追及し
ている競技者や健康のために身体を動かしている人々な
ど多種多様な，いわゆる熟年（mature）の参加者にそ
の機会を提供しようということで，中高齢者のスポーツ
に関して多種目が同時に同一地区での開催ははじめての
試みで，参加可能な年齢の下限は２５歳（ダイビング）か
ら５５歳（射撃）と種目により大きく異なり，特に厳密な
規定があるとも思われず，「規定があるようでほとんど
ない点に大会の性格がよく反映されていると考えること
もできなくはない」とレポートされるほどであった。ま
た競技参加者とその家族などを含めてスポーツを通じて
の交歓風景，観衆の身近で行われた表彰式，優勝者の名
前を開催都市であるトロント市に永久保存するサイン会
の開催など競技場以外での交流を深める機会についても
言及されている。
第３回大会開催翌年の１９９５年１０月２５日，IMGAが設立

された。IMGAは，IOCによって承認され，ローザンヌ
に本部をおき，オリンピックムーブメントの支援および
オリンピック憲章の“スポーツフォアオール”哲学の推
進を目的とし，「人生のためのスポーツ（Sport for
Life）」という理念の下でワールドマスターズゲームズ
を開催している。
２０１０年には，第１回世界冬季マスターズゲームズ
（World Winter Masters Games）がスロベニアで開催
され，７競技に４２か国から３，０００人が参加した。第２回
は２０１５年にイタリアで行われる。

World Masters Games２００９の事例

第７回ワールドマスターズゲームズは，オーストラリ
アでの３回目の開催となり，２０００年に行われたシドニー
オリンピックの会場を中心とした地域で行われた。組織
委員会によって翌年まとめられた最終報告書によると，
２８，６７６人の競技者，２，８６６人の同伴者，１，１９７人のチーム
責任者，チームスポーツの審判員５０５人など，過去最高
の計３３，２４４人が参加した。競技者は男性が５９％，女性が
４１％で，２５歳から１０１歳までで平均年齢は５０歳であった。

表５ World Masters Gamesの概要

開催年月日 開 催 地 競技 国 参加者数 大 会 テ ー マ

１９８５．８．７―２５ Toronto／Canada ２２ ６１ ８，３０５ The Year of the Masters

１９８９．７．２２―８．８
Aalborg, Aarhus, Herning／Den-
mark

３７ ７６ ５，５００ Sport for Life

１９９４．１０ Brisbane／Australia ３０ ７４ ２４，５００ The Challenge Never Ends

１９９８．８．９―２２ Portland, Oregon／USA ２８ １０２ １１，４００ The Global Celebration of Sport for Life

２００２．１０．５―１３ Melbourne／Australia ２６ ９８ ２４，８８６ The Biggest Multi-sport Festival on Earth

２００５．７．２２―３１ Edmonton／Canada ２５ ８９ ２１，６００ A Festival of Sport in the City of Festivals

２００９．１０．１０―１８ Sydney／Australia ２８ ９５ ２８，６７６ Fit, Fun & Forever Young

２０１３．８．２―１１ Turino（Italy） ３０ Sport for life, Sport for all
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図３ WMG２００９の年代別競技者数
（Sydney ２００９ World Masters Games Organising Committee,

Sydney WMG２００９-Final Report,２０１０より作成）

表６ WMG２００９の競技種目

コア競技

Archery, Athletics, Badminton, Basketball, Ca-

noe／Kayak, Cycling, Football, Hockey, Orien-
teering, Rowing, Shooting, Softball, Squash,

Table Tennis, Weightlifting

オプショ

ナル競技

Baseball, Diving, Golf, Lawn bowls, Netball,

Rugby Union, Sailing, Surf lifesaving, Swim-

ming, Tennis, Touch football, Volleyball,

Water polo

新たに１００歳以上の新規カテゴリーが設けられ，いくつ
かの世界記録が樹立され，日本でも多くのメディアに取
り上げられた。

競技には毎回必ず実施するコア競技１７競技と開催地ご
とのオプショナル競技があり，オプショナル競技は，
ワールドマスターズゲームズや他の類似イベントで伝統
のあるもの，参加者数が期待できるもの，当該スポーツ
連盟の同意が得られるもの，地域特性に合致し施設利用
可能なもの，の基準で選ばれる。

競技種目別の参加者は，サッカーが３，０００人と最も多
く，次いで陸上競技の２，７８７人，ソフトボール２，６１８人で
あった。オプショナル競技として選ばれた水泳やネット
ボールなどの参加者も多かった。こうした参加者をひき
つける要因の一つに，ディビジョン制がある。各競技種
目へのエントリーはすべて個人で行うが，各競技ごとに
年齢区分のほかにディビジョンがあり，ディビジョンＡ
は国際レベル，Ｂは国レベル，Ｃは地域レベルと書かれ
てはいるもののエントリーは自己申告，各々がそれぞれ
の目標に向かってスポーツを楽しむことが基本である。
負けても何らかの形で複数の試合が楽しめるようスケ
ジューリングされていたり，大会期間中に何回ものパー
ティが企画されていたり，いたるところで交流の仕組み
が施されていた。総勢５，０００人と言われるボランティア
のサポートがそれを可能としているが，大会後半には負
けてしまった人にもボランティアを呼び掛け，参加者全

員で大会を盛り上げていた。組織委員会が行った参加者
調査によると，参加者全体では４人に３人は過去の
WMGに参加していなかったが，海外からの参加者の５
人に１人は２００２年のメルボルン大会に参加，２人に１人
は２００５年のエドモントン大会に参加している。また，全
体参加者の３人に２人は２０１３年のトリノ大会に参加した
いと考えている，という。人との繋がりを重視した大会
ならではの結果ではないかと思う。また，スポーツツー
リズムについても注目される。国際大会とは言えオース
トラリア国内の参加者が３分の２以上を占めるものの，
海外から参加した競技者も多く８，５８７人と過去最高であ
り，そのうち２，２４２人は前回大会の開催地カナダからで
あった。日本は，オーストラリア，カナダ，ニュージー
ランド（１，３９５人），アメリカ（８９９人），ロシア（４１６人），
イギリス（３９６人），ドイツ（２５４人），ブラジル（２５３人）
に次いで第９位（２２１人）であった。また，シドニー外
からの参加者は平均して１１．６泊滞在し，海外からの参加
者は平均して１９．９泊している。当初５，０００万ドルの経済
効果を予測していたが，２００９年で６，０２０万ドルの経済効
果があったとみられている。

マスターズスポーツの役割

長ヶ原（２００７）は，マスターズスポーツを「過去の成
績や現在のスポーツレベルにとらわれず，成人・中高年
を含めた熟年層の個々人が，自己のスポーツ意欲や技術，
楽しみ方を成熟化させていこうとするスポーツのセカン
ドライフ」と定義している。“技を磨き競う”というス
ポーツの最も本質的な楽しみ方を加齢に伴って発展・成
熟させていこうとする熟年アスリート人口が急速に増加
し，海外ではマスターズスポーツイベントが多く開催さ
れるようになった。国際大会というと敷居が高そうだが，
そのほとんどが海外からの参加が可能なオープン大会で
あり，誰もが参加できる。日本のスポーツの仕組みは，
地域大会，県大会，全国大会，世界大会と各領域を勝ち
抜き選抜された者が次の大会に出られるというものが多
く，いまだそうした仕組みに縛られる場合も少なくない。
競技スポーツとレクリエーションスポーツの狭間，ある
いは両者を併せもった新たな方向性としてマスターズス
ポーツを考えていけないだろうか。スポーツは人に支え
られている。こうしたマスターズスポーツイベントの参
加を通してスポーツとの新たな関わりをもった中高年が，
スポーツを支えていけるのではないだろうか。
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